
 

台 東 区 民 憲 章 
 

あ し た へ 

 

江戸の昔、「花の雲 鐘は上野か 浅草か」と詠まれたわたくしたちのまち台

東区には、磨き抜かれた匠の技や気さくで人情あふれる暮らしが、今もあちらこ

ちらに息づいています。 

わたくしたちは、先人が築いてきた文化や環境を大切にして、伸びゆく住みよ

いまちを目指し、この憲章を定めます。 

 

 

たからものを うけつぎ こころゆたかな まちにします 

 

おもてなしの えがおで  にぎやかな まちにします 

 

おもいやり ささえあい あたたかな まちにします 

 

みどりを いつくしみ さわやかな まちにします 

 

いきがいを はぐくんで すこやかな まちにします 

 

           （平成十八年十二月十四日 告示 第六百八十八号） 


